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令和３年度 第２回美郷町教育委員会議事録 

 

                  日 時 令和３年５月２０日（木） 

                      １３時２５分～１５時００分 

                  場 所 役場本庁舎３F 入札室 

                  

<出席者>   阿川教育長、難波委員、大草委員、兒島委員、梅原委員 

漆谷教育課長、吾郷課長補佐 

 

<欠席者>   なし 

 

<議 題>   １、美郷町立小中学校管理規則の一部改正について         【承認】 

       ２、美郷町教育委員会教育長に対する事務委任規則の一部改正について【承認】 

       ３、美郷町立邑智小学校スクールバス管理規則の一部改正について  【承認】 

       ４、美郷町部活動検討委員会設置要綱の制定について        【承認】 
 

 

教育課長   それではご案内の時間より少し早いですが、第２回の美郷町教育委員会をはじ 

めさせていただきます。では教育長からご挨拶お願いします。 

 

教育長    みなさんこんにちは。ゴールデンウィークが終わりまして、５月の五月晴れ的な 

ものを飛ばされたみたいで、梅雨に入ってしまいました。なんか雰囲気は６月のよ 

うな感じがしますけど、今夜からは大雨ということで長い梅雨になるのかなあと思 

うんですけど、洪水や土砂災害とかですね、ないことを祈るしかないかなあと思っ 

ております。 

コロナのことですね、今日のまわっていた文書を別につけておりますけれど、高 

校総体や中学校の総体、３年生もまた先の大会がどうなるか非常に心配していると 

ころですけれども、やらせてやりたいんだけれども、とにかくその変異株という 

のには気をつけて感染予防を徹底しないというような文書が出ておりまして、中学 

校の方へ部活動の練習試合とか遠征とかありましたけど、今ちょっと自粛してじっ 

としているというところです。 

それでは今日の会議の方は、会議録署名委員さんは難波委員さんと大草委員さん 

よろしくお願いいたします。会期の決定ですが今日１日でよろしいでしょうか。第 

１回の会議録いかがでしたでしょうか？ 

 

難波委員     ４ページ。上から１２行目の「中学校も変わっていかなかなければ」の「なか」 

がいらないんじゃないかと。あと２ページの教育長さんのお話のところで、「次の」

これ何かなと思って。 

 

教育課長   確認します。ありがとうございます。 

 

兒島委員    ４ページ、課長のところの分でＰＴＡ会長の邑智地区の評価委員のところで、私 

のところが小学校からじゃなくて中学校からのＰＴＡ会長というところで、そこだ 

け訂正を。 

 

教育長      他はよろしいでしょうか。ありがとうございました。 

      それでは私の方からは諸報告ということですが、紙は用意しているつもりです。デ

ータとしてタブレットの方にも入れられるものは入れておりますので、皆さんも少
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しずつ慣れていただきたいなあと。 

「はじめに」のところですけれども、この間校長会がありましてやっぱりこの春に 

大阪では校長や教頭先生達が送別会懇親会を大人数でやっていたみたいで、それが 

取り上げられていました。なかなか人数を少なくしても管理職が率先して飲めない 

なというような話を聞きました。 

それから修学旅行、行事の方では載せておりますが、昨日と一昨日ですけど出雲か 

ら松江、ほとんどのところが修学旅行生がいなくて大和の子だけだといったようで 

スムーズに行動できてよかったというところでした。堀川遊覧、大社での買い物も無 

事に終わってよかったです。 

中学校はこのままでいきますと県内旅行にせざるをえないなあというところで９ 

月、県内どこの中学校もそうですけども、９月１０月あたりを期待しているところで 

ございます。 

教員免許の更新制度が見直しが始まりそうです。私もそうでしたけれども、負担が 

大きくて、お金は２万ぐらいかかるんですかね、もう少し楽にならないかなと思って 

います。どうやら働き方改革ということで、これから少し見直しにかかるようです。 

バスケットリングが落ちて女子中学生が顔をケガした程度でしたが、それからそ 

のあと続けて大阪でしたけど、防球ネットの支柱が倒れて子どもが亡くなった、すご 

い痛ましい事故でした。なぜ死なないといけないのかなあと、木の支柱でしたけれど 

も、学校の教育に限らないんですけど、まさかということで… 

それから中原芳煙さんの伝記マンガを作成の打合せをこの間行いまして、今年度 

中に完成で、春にはマンガを皆さんのお手元に届けることができるのではと思って 

おります。マンガ家は米子にお住いの若手の方でしたけども、Ｂ＆Ｇ財団の補助を受 

けてのマンガ製作でございます。「はじめに」のところで以上のことを申しました。 

２番目に「市町村教育長会議・学力育成会議・人事関係説明会」。課長と松江の方 

に出かけて、資料はタップリ貰って帰りましたけど、特に例年と変わりはないんです 

が、学級の人数が一時増えました。３８人くらいにですね、国の方針もあって３５人 

のところで小学校は落ち着いていくようです。本町にはあまり影響はないんですけ 

ども、またあとゆっくりとご覧ください。ただ一つ今までと変わるところが、県の高 

校ですけども、来年度からタブレットを買ってもらうと。７万・・・ 

 

吾郷課長補佐 ７万５千円くらいですけど。補助が３分の１あるのではないかと。 

 

梅原委員  ４万５千円ぐらいですか。 

 

教育長   借りるという手もあるでしょうし、奨学金という手もあるようでして。せっかく本

町でも中学３年生まで使っていて高校で使わないという手はないなと思いまして。

来年度からです。そこが今までとちょっと違うところです。 

それから芳煙マンガのデータで、あまりこれ読むとよくわからないでしょうし、つ 

まらないと思います。芳煙さんの「これだよ」というものもあるんですけど、あえて 

お見せしません。また変わるかもしれないなあと。 

 

梅原委員  上手に作ってるんですよね。 

 

教育長   作家さんは出雲の人で。旅ログというんですか、なんかそういうことをする人で。 

 

難波委員  だいたい何冊くらいになるんですか。 

 

教育長   何冊かという話はでなかったかな。３００万円補助があります。 
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難波委員  図書館には置かれますよね。 

 

教育長   もちろんです。 

 

梅原委員  ３００万以上なんですか。公民館とかに置くんでしょうね。 

 

教育長   一番は子どもたちが読むというので、小学校の図書館に何十冊か。 

 

難波委員  教育長すみません。コロナの会食で「違反」と書いてあるんですけど、「違反」と

いう表現なんですか？ 

 

教育長   当時「９人以上」で違反だったか。 

 

難波委員  いけないのはいけないんだけれども。 

 

兒島委員  表現はちょっとあれなんですけどね。どうなんだろう。 

 

難波委員  警察じゃないけど。 

 

教育長   でもこの人たちは処分されるんですよ。 

 

兒島委員  法的な何か 

 

教育長   「懲戒処分」です。 

 

兒島委員  まあそうですよね。 

 

難波委員  犯罪者な表現が。まあしてはいけないことはわかっているんですけど。 

 

教育長   新聞をそのまま載せたと思ってそこまで深く考えていなかったですね。懲戒処分

される？うーん。 

 

難波委員  処分ぐらいなんですかね。 

 

兒島委員  でもなんかそうみたいですね。「違反」の表現の隣、法律の方でやっているような。 

 

難波委員  公務員がやっても違反になるんですか。よその社長さんがやっているんだから。 

 

大草委員  やはり違反になるんじゃないですか。 

 

兒島委員  表現がちょっとね。 

 

難波委員  ごめんなさい。話がそれました。 

 

教育長   もうちょっとこれ調べてみます。 

 

難波委員  いろんな見解があろうと思いますので。 
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教育課長  学校の事故の写真、とりあえずこれを印刷してきました。 

 

教育長   ネットで見られた方が早いかもしれません。あと文科省の方からも指示もあった

と思うんですけど、確認は学校でしてもらいましたけど、やっぱり専門でないと本当

に詳しくはわからない。叩いてみるとか引っ張ってみることしかできないんですけ

ど。 

 

難波委員  前にサッカーのゴールが倒れるからといって杭を打ちました。 

 

教育長   サッカーゴールの。忘れたころに子どもがぶらさがるんですよ。口羽でリングが落

ちたのは何年前でしたか、けがはなかった。 

では３番目「子ども福祉グランドデザインモデル事業」。これ前にも話をしたかも 

しれません。美郷町がスクールソーシャルワーカーとかカウンセラーとか、いろいろ 

な関係団体と上手くやっているので、美郷町でこのモデル事業を受けて、２年間にわ 

たって研究を進めていくということです。特に兒島委員さん、福祉との連携という言 

葉が非常にクローズアップされていますけど。 

 

兒島委員  何年か前ですかね、中学校教育の中で福祉の科目を入れないといけないとかがな

かったでしょうか、私もよくわからないですけど。その時に町の福祉課であったりと

か社協と連携してやるようにと言う話を県社協の方からいただいたことがありまし

たね。ちょっと具体的なことはどう進んでいっているのかわかっていないんですけ

ど。 

 

教育長   あの学校と上手くやっているところもあれば、なかなか学校に入らない、学校外に

出ないというか、上手く連携しないところがまだまだたくさんあると思います。この

美郷モデル的なものをどんどん広げていって、学校の中に社会福祉士が入っていた

だいて研修したり、何かあってからではなくその前の段階から学校と関わりを持ち

ながらやっていく。まだ手探りなところはあるのですけども。 

 

難波委員  美郷はもうこれ普通にやっているんですけど。 

 

教育長   普通なんですよ、何の抵抗もなく。確かに。まだ県はスムーズになっていないのか

も。ですからしっかりと発信はできると思います。自信をもってこの事業を進めてい

けると思います。 

      ４番目｢学校避難確保計画｣というのを今年度まだ作成中なんですが、こういう季

節になりまして、大和小・中は学校に留まる、邑智小・中はみさと館に避難というこ

とを委員の皆さんもお知りおきいただいて。ただ洪水だから学校は授業の途中で避

難することはありえなくて、その前の段階で臨時休業というのが普通だと思います。

よほど緊急の場合があればですけど。 

 

難波委員  どっちかといえば避難場所でしょう。 

 

教育長   はい、逆に言えば。 

 

教育課長  邑智小・中はみさと館へですか？ 

 

兒島委員  中学校は水害になればそのままですよね。 
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教育長   邑智小は法面があるのでみさと館へ。邑智中もその奥なので。 

 

兒島委員  なるほど、土砂災害で。でもそこが崩れるとここもどうなるかと。 

 

教育課長  そうしたらそこは避難所にできないという話になります。 

 

教育長   洪水の場合は避難所となり、土砂災害の場合はちょっと。 

 

教育課長  みさと館は福祉避難所になるので、基本的に高齢者はみさと館に来てくださいと

いうことになります。そこに子どもが来ると、ここがいっぱいになるかもしれません。 

 

教育長   なんかありえないことを無理やり作っている感はありますけど、邑智中の生徒が

みさと館に避難するということは絶対ないと思いますね。一応。子どもたちがこうい

う避難はない。 

      最後５番目、「学校運営協議会」といういわゆる「コミュニティ・スクール」って

いうんですけど、これについては具体的には、また皆さんの方へは説明をさせていた

だいて、一部さらっと見られました？これをゆっくりと説明をいつかさせていただ

きたいなと思います。今までは文科省の努力義務だったんです。ところがあまりにも

これが広がらないので、どうやら来年度には設置義務化の方向でいくようです。本町

も４つの学校にコミュニティ・スクールを設置すると。じゃあ、コミュニティ・スク

ールってなんだということで、地域の方にも説明をしないといけないのですけど、少

し時間を掛けながらと思っております。皆さんに配布した資料もまだ充分完成した

ものではありませんけども、皆さんに少しでも関心を持ってもらいたいと思います。 

 

難波委員  「運営協議会」とはまた別？ 

 

教育長   もう少し学校の中に入っていただきながら、関心を少ししたためてもらいながら、

現状もそうですけど未来の学校のことも、いろいろな子どもの人数などもろもろの

いろんなことを考えていただく機会になるだろうなと。 

地域との連携といいますか、いろんなふるさと学習とかいろんな連携は充分でき 

ているので、いまさらこのコミュニティ・スクール、学校運営協議会を作ったからど

う 

だという訳ではないと思うんです。学校の将来像、どんな子供たちを育てたいかとい 

うことについて一緒になって考える、そういう会を作りなさいということでござい 

ます。あまり堅苦しくない会をつくろうかなと思っております。説明不足ですけどこ 

れから１年以上かけて地域の皆さんに説明をしていきたいと思っております。 

      以上でございます。議事の方に入らせていただきます。４つの議題があります。で

は１番目「美郷町立小中学校管理規則の一部改正について」お願いします。 

 

教育課長  これらの資料は「教育長諸報告」の隣のフォルダで「議案資料」というフォルダの

中に入っております。ペーパーでも準備をしております。一番左側のフォルダの「美

郷町立小中学校管理規則の一部改正」で、準備しております資料は４種類です。滝野

の方からご説明いたします。 

 

滝野主任主事 それでは説明させていただきます。２枚目に新旧対象表が、４枚目に現行の規則

も一緒にありますのでそちらも併せてごらんいただきたく思います。 

まず第２条について説明させていただきます。第２条第２項についてですが、第３ 

条にて夏季休業日は「７月２１日から８月３１日まで」と規定されておりますが、学 
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習指導要領の改訂にともなう授業時数の増加により、２学期が８月３１日より早く 

始まっております。現行ですと２学期が始まっていても１学期の期間に該当するた 

め変更する必要があります。したがって第２条第２項の第１学期は「４月１日から７ 

月３１日まで」に、第２学期は「８月１日から１２月３１日まで」に変更します。 

 続いて第３条第４項についてです。第３条第１項に授業を行わない日が規定され 

ております。現行の第３条第４項では「学年始休業日」が対象となっておらず、「学 

年始休業日」についてもその対象とする必要があるため、変更いたします。 

 

教育課長  現行の規則を資料として付けておりますので、今の第３条第４項については何の

ことかというのはこちらを見ていただかないとわかりにくいかなと思います。第３

条の第１項、１号から６号までカッコ書きになっている部分がありますが、それの３

号から６号が本来はその対象になっていなければならないのに、４号から６号とな

っているので、３号からに改正するということです。 

（３）の「学年始休業日」（４）の「夏季休業日」（５）の「冬期休業日」（６）「学 

年末休業日」、この４つの項目が対象になっていないといけないのに、表現上が第４ 

号からなので、（３）からに改正をするという意味でございます。両方を見ていただ 

かないとわからないので。 

実は前に手入れがしてあるんですが、前回の改正の時にこの号数のところがずれ 

たまま残っていたということがありましたので、これを改正させていただくことに 

なります。 

 

滝野主任主事 続いて第７条第１項についてです。平成２０年に一部改正した際に、様式第８号

の２を削りましたが、後続の号の後ろの数字を繰り上げておりませんでしたので、こ

の度様式第８号の２及び３を繰り上げます。 

続いて第７条第１項の様式第８号の３についてです。「義務教育諸学校等の体制の 

充実及び運営の改善を図るための公立義務教育諸学校の学級編及び教職員定数の 

標準に関する法律」等の一部改正により「通級による指導」の届出に必要な記載事 

項が変更となったため様式を一部変更いたします。紙の４枚目に現行と改正後の 

様式を載せております。以上で説明を終わります。 

 

教育課長   これは平成２０年に様式第８号の２そのものが削られておりました。その時に 

その次の様式を「８号の２」に繰り上げないといけなかったのに、それをしない 

ままだったので、現行のものが「８号の２」が抜けた状態です。８号の次に「８ 

号の３」がきているので、この度繰上げさせていただくことが１点と、もうひと 

つはそれに該当するものの様式の内容の改正があったので、繰り上げたうえでさ 

らにそこの内容を改正させていただくことです。 

平成２０年の改正と平成２５年の改正で、先程滝野から説明頂いた学期の区分 

について教育委員会にかけさせていただいたんですが、実は教育委員会で承認を 

いただいたのちに、それを例規に反映させることを漏らしておりまして、例規は 

改正しないままの状態が続いておりました。それにこの度気が付きましたので、 

いろいろと食い違ってきたものをこの度一括改正させていただくことになりまし 

た。込み入った説明になってしまいまして、申し訳ありません。 

 

教育長     第１号議案承認していただけますでしょうか。（委員一同承認）ありがとうご 

ざいました。では第２号「美郷町教育委員会教育長に対する事務委任規則の一部 

改正について」お願いします。 

 

吾郷課長補佐  続きまして「美郷町教育委員会教育長に対する事務委任規則の一部改正につい 
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て」説明させていただきます。こちらの事務委任規則の現在のものを見ていただ 

きますと、まず第１条に「美郷町教育委員会は、次に掲げる事項を除き、その権 

限に属する教育事務を教育長に委任する」とあります。例えば「学校教育又は社 

会教育に関する一般方針を定めること」や「学校、公民館及び集会所の設置及び 

廃止を決定すること」などここに挙がっている１５項目につきましては、この教 

育委員会につきまして、協議を行って決定するということになっているのですが、 

そのうち、この第１条第３号、９号、１３号、こちらの予算に関係することなん 

ですが、こちらのことはこの規則に則っていけば教育委員会が開催される毎にそ 

れぞれ協議していただくことになります。予算に関することにつきましては予算 

執行の迅速化のために、教育長に事務委任させていただきまして、規則からは第 

３号、第９号、第１３号を削除させていただくというのが提案でございます。 

 

教育課長   この事務委任規則につきましては、実際のところ５０万円を超える教育財産の 

      取得及び工事、契約というのは数量としてはかなりありますので、１回１回教育委 

員会に掛けさせていただきますと、かなり事務的に滞りが生じるということがご 

ざいまして、このところは教育長に委任を頂ければと考えております。 

他の市町の教育委員会で教育長に対する事務委任規則をいろいろて見てみまし 

たら、金額を挙げてこれ以上のものについてはというような項目が定められてい 

る市町はあまりありませんで、あっても１００万円以上とかいうところが飯南、川 

本ぐらいだったでしょうか。あとはもう金額を示した条項はございませんでした。 

事務のスムーズな執行というところを考えさせていただきまして、ここを削らせて 

いただきたいということでございます。よろしくお願いします。 

 

教育長     よろしいでしょうか。（委員一同承認）では承認を頂いたということで。 

続きまして第３号「美郷町立邑智小学校スクールバス管理運行規則の一部改正に 

ついて」お願いします。 

 

吾郷課長補佐  次の「美郷町立邑智小学校スクールバス管理運行規則の一部改正について」説 

明させていただきます。邑智小学校のスクールバスですが、平成１６年４月に旧 

邑智町立の６校の小学校が一つになった時に、スクールバスを走らせるというこ 

とで、そこからの運用でございます。三江線が廃止となって代替バス等が公共交 

通として別の部署が管轄しております。教育委員会としては邑智小学校スクール 

バスだけを管理運行を行っております。こちらのスクールバスなんですけど、現 

状の例規の方を見ていただきますと、第３条には「通学のための運行経路を、次 

のとおりとする」と４路線書いてありますし、第４条にはそれぞれの地区のバス 

を利用できる停留所が記載されておりますが、実際運用していきますとやっぱり 

児童が生活しておられる地区とか、あと道路事情とか、なかなかこのとおりには 

不可能でございます。定住住宅とか結構ありますので、今後運行経路と停留所に 

つきましては、こちらの案に載せておりますけれど、通学する児童の居住地の状 

況や道路事情等を考慮しまして、その年の状況に合わせて適切に運行経路及び停 

留所を設定することとするために、規則改正をさせていただこうと思います。 

規則といたしましては、第３条第１項中の「通学のための運行区間は、次のと 

おりとする。」とありますけれども、こちらを「スクールバスの運行区間及び利用 

者が乗降できる停留所は、児童の居住地の状況、道路事情等を考慮し、教育長と 

学校長と協議して決定する。」に改めさせていただこうと思います。また運行経路 

が記載されております第３条第１項第１号から第４号までと、停留所が記載され 

ております第４条を削るということを提案させていただきます。 
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教育長    よろしいでしょうか。 

 

吾郷課長補佐 今走っているのは沢谷方面、君谷別府方面、君谷吾郷方面及び久保と滝原方面と 

ありますし、今年度からは下校便につきましては惣森とか志君の方へ走っている 

便も作っております。児童の人数やバスの台数とか、業務委託しております駅チ 

ョンさんの人員の関係もありまして、結構苦労して作っております。できるだけ 

そういった条件に沿うように、毎年邑智小学校の学校長さんと協議させていただ 

きまして決定させていただければと思います。 

 

教育課長   以前はルートと停留所が決められていて、そこに出てきなさいよということが、 

今はもうご家庭からの要望でできるだけ子供たちの家に近いところのルートに替え 

て欲しいと。毎年その状況に応じてルートも変更しておりますし、乗降場所も変わ 

っておりますので、今の運用に併せて規則を改正をさせていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

教育長   よろしいでしょうか。今子供たちが待っているのは停留所じゃないですよね。 

 

吾郷課長補佐 こちらが設定している停留所です。 

 

教育課長  公共交通と必ずしも同じではない。 

 

教育長   第４条の方も削除ということで。 

 

兒島委員  ちなみに大和小とかはどうなっているんですか。 

 

教育課長  大和小は基本公共交通に乗ってきております。 

 

兒島委員  あれは公共交通のバス？スクールバスではないんですね。 

 

難波委員  フリーで手を挙げて乗っています。 

 

兒島委員  それが通っていないところの子供とかっていうのは今あったりするんですか。そ

れこそ交通機関のない。比之宮はあるのか。 

 

教育課長  基本は川本美郷線。それとあとは布施線ですけども。比之宮に上がる線に関しては

２・３年前にルートを延長して少し奥まで入ってもらうようになりました。基本は邑

南町と繋ぐ線ですけども、そこからさらに支線に入ってもらって。子どもたちを乗せ

てというのも地域からのお願いもあってルート変更しております。基本は公共交通

なので、毎年変えてくれという訳にはいかないです。 

 

兒島委員  そうですね。比敷とか上手く回れているのかなと思いまして。今吾郷さんが言われ

たように惣森とかの谷とか。公共交通で賄えるのかなと思います。 

 

教育課長  お家の前を通してあげたいのはやまやまなんですが、公共交通なのでそこはご理

解くださいということで、保護者さん方はまあそうだよねと。いろいろ思いはあると

思うんですけど。邑智小学校はいくらでもうちの前を通してくれるのに、なんで大和

はダメなのということも正直言われるのは言われます。公共交通ということでご理

解をいただくしかないんですけど。 
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教育長   一つご承認のほどよろしくお願いします。（委員一同承認）では第４号「美郷町部

活動検討委員会設置要綱の制定について」お願いします。 

 

教育課長  要綱の制定の資料の前に「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」とい

う資料を付けております。これをめくっていただきますと、後ろにつけておりますカ

ラーの資料がタブレットの方にあると思います。お手元の資料にも白黒のものがご

ざいますけれども、タブレットの中の別添２、別添３という資料を開けていただくと、

カラーべージですので見やすいかと思います。 

文科省から「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革」ということで部活動のそも 

そもの意義、それが現在ではなかなか学校の中だけで部活動に対応していくという 

ことが難しくなっているというところから、「持続可能な部活動と教師の負担軽減の 

両方を実現できる改革が必要」ということで、文科省が着手をしているということで 

す。 

改革の方向性としましては、そこに３点あげてございますけれども、その部活動が 

必ずしも教師が担う必要のない業務であることを踏まえ、部活動改革の第１歩とし 

て、休日に教科指導を行わないことと同様に、休日に教師が部活動の指導に携わる必 

要がない環境を構築する。休日にどうしても部活動をどうしてもやりたいという先 

生については、一般と兼業という形で取り組めるように構築しようと。３つ目はそも 

そもの休日における地域のスポーツ文化活動というものを、地域の側で実施できる 

環境を整備していこうというところを今打ち出しています。 

その具体的な方策として、その下に１と２と上げてございますが、まず１の方で 

「休日の部活動の段階的な地域移行」を令和５年度以降段階的に実施していくとい 

うことが表明されております。その中で具体的にはどういった対策をとっていくの 

かということで、休日の指導や大会への引率を担う地域人材の確保へ、それから２番 

目として保護者への費用負担等々、学校外ということになるとそこにかかってくる 

費用をどうするのか。それらのことを踏まえつつ、拠点校において実践研究をやって 

いきましょうと。それを全国的な展開で実践研究をやっていって、５年度以降の段階 

的な地域移行への検証をしていこうということです。 

２番目にありますのは「合理的で効率的な部活動の推進」ということで、合同部活 

動であったりＩＣＴの活用、それから地方大会そのものの規定、やっていこうとする 

こととその目指す上位大会のズレというのを埋めていかないとうまくいかないとい 

うことで、そういったところも検討するということです。 

この１と２を全国的に今年度来年度検証していくということで、１について各県 

全国で１４０箇所、島根県では都市部で１箇所、町村で１箇所ということで、その町 

村の部分を美郷町で取り組むということになりました。その次のところにスケジュ 

ールが載せてあります。国と都道府県の真ん中あたりに「地域部活動・合同部活動を 

推進するための実践研究の実施」ということで、これをやっていくということです。 

Ｒ３・Ｒ４の２年間で、うちは「合同部活動」ではなくて「地域部活動」の方です。 

戻っていただきまして、これが国から県に下りてきまして、県から市町に下りてくる 

事業なんですが、今のカラーの資料の隣に「地域部活動活動推進事業」の計画書を載 

せております。これはタブレットにしか入っておりませんので、そちらの方をご覧く 

ださい。具体的に休日の部活動を実践していくにあたり、県の方に提出をしておりま 

す計画書です。最初の計画書は２月ごろに出しまして、それから県から修正案が返っ 

てきました。若干内容を今年度バージョンにしています。部活動の所属のパーセンテ 

ージであったりとか、文言の修正をしたのが今赤文字になっているところです。まだ 

計画書の確定バージョンではないですが、これが確定をして返ってきましたら本格 

的に県と委託契約をすることになっています。 
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計画書ですけど、１枚目は現状について書いております。３ページ目の実施体制と 

いうところで、１つには部活動の在り方の検討委員会をやろうということが事業の 

メインでございます。実際に部活動の地域移行ということを考えた時には、カヌーに 

関しては、学校の中の先生方が指導されるということはそもそも無理な競技ですの 

で、カヌーに関しては現在の取り組みをさらに地域でというところを視点においた 

取り組みにしていくというところです。 

それはそれでやっていくんですが、今ある部活動を地域移行するとすれば、何をど 

うしたら地域移行できるのか、どう考えてもできないといいうようなものもでてく 

る可能性もあります。そういったところをいろいろご意見をいただきながら検討し 

ていこうということです。その在り方の検討委員会を立ち上げ、その中に部会を設け 

て部活動ごとに可能性を検討するということを考えております。 

めくっていただきまして１番最後のページに「検討運営会議・開催予定および出席 

予定者一覧」というところがございます。これが部活動の検討委員会で今現在教育委 

員会の方で想定している方々です。お話をさせていただいた方もあれば、まだ何もし 

てない方もいますので、「難しい」といわれれば、また他の方をお願いすることにな 

りますが、基本的には実際に部活動に携わっている方と地域の社会体育で競技をや 

っておられる団体の方というところを中心に、あとは学校関係ですね、委員会を組ん 

でいきたいと思います。 

こういった前提がありまして、今から吾郷の方が説明しますけれども、部活動検討 

委員会をまずは設置するということで、その要綱の内容となっております。お願いし 

ます。 

 

吾郷課長補佐 では「美郷町部活動検討委員会設置要綱の制定について」説明させていただきま 

す。先ほど課長が話しましたように、今後の休日の部活動の地域移行や在り方につ

いて協議や検討をするために、先ほど話しました「美郷町部活動検討委員会」とい

うものを設置してそちらで協議しようということになっております。概要としてあ

りますけれども、美郷町立中学校の部活動に関し、休日部活動の地域移行並びに今

後の在り方について協議及び検討するため、美郷町部活動検討委員会を設置する。

子供たちのスポーツ環境が変化した中で、人口減少が著しい町村部の中学校におい

て、持続可能で、より現状に合った運動部活動がどうあるべきかを学校、保護者、地

域で話し合い、休日部活動の地域移行に向かって、協力体制を構築する。また地域

移行へ近づけることが可能な競技については、実践を通じて課題を洗い出し、解決

に向けて検討を行う、ということを記載しております。要綱につきましては次のペ

ージから、こちら新規の要綱ですので検討委員会の設置や、検討委員会の所掌事務、

組織、任期、役員や会議招集、委員会庶務や委員報酬及び費用弁償のことが記載さ

れております。検討委員会を設置することによって、実際検討委員会を運営してい

くことにさせていただければと思います。以上です。 

 

教育長   ご質問はございますでしょうか？ 

 

兒島委員  平日の部活動というのは学校の方でという感じですか？ 

 

教育課長  今の段階では。ただ現実的に、仮に両剣道部が休日に一緒に集まって地域の指導者 

に指導してもらうとなったときに、いきなりレベルの違う子供たちを一堂に合わせ 

てなるのかということも出てくる可能性があります。そうすると平日からそういう 

機会を持った方がいいんじゃないかとことも出てくるかもしれません。そういうこ 

とが今後の部活動の在り方につながっていくのではないかと思うんです。 
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兒島委員  今実際邑智中学校のバレー部など外部コーチが入ってといったところで、外部コ

ーチも現状聞いてはないんですが、常に来られるわけではなくて合間合間なので、ど

っちも関わりが難しいんじゃないかなと思っています。先生もなかなか言いにくい、

外部コーチもたまにしか来ないので言いにくい、しかも何名か入っておられるよう

なこともあるので、少し難しい。指導していただけるのでありがたいなあと思ってい

るのですが。大会もあるし、やっぱり一貫したものがあったほうがいいのかなあと思

ったりするんですが。部活と、今自主練と言っておりますが、部活が終わった後の部

分も今は同じような考えでやっていただいていたりというところもあるので、その

辺を上手に、カヌーのような形にもっていければすごくいいのかなと思います。 

 

教育課長  ただ地域の負担というところが増えるので、ではその部分の費用負担をどうする

のとかということも当然出てくるんだと思うんです。ではそこの部分は保護者負担

か？ということもありますよね。だから県の方は休日部活動は難しいと考えておら

れるみたいです。「部活動指導員を増やしていきます」ということを言っておられて。

でも部活動指導員をあてられるところって、県立高校ぐらいですよね。市町の中学校

はどうするのか。現状部活動指導員と言っても人材がいない、じゃあ全部地域にと言

われても地域もその基盤が薄い。うちではこればできるけれども、これ難しいんです

ということも検証の結果として上にあげていければと思います。考えておられるの

は中央で、末端の市町の状況なんて見えてないんだと思うので、市町の状況を上げて

いく必要はあるのかなと思います。 

 

兒島委員・大草委員  そうですね。 

 

教育課長  都会にはいくらでもスポーツクラブがあって、そこに行けばいい。ただお金の負担

はどうするかという問題はあるかもしれないですけど。 

 

兒島委員  受け皿はあるかもしれないですね。 

 

教育課長  そういう環境すら整えられないところはどうしたらいいのか、どこまで努力がで

きるかということです。 

 

難波委員  補助金的なものはこの事業について２年間？ 

 

教育課長  そうです。１年間１４０万です。それを経常的な経費にそれを当てていくと難しい

ので、部活動検討会議の委員さんの報酬であったりとか、地域指導者で部活動をお願

いしている方々への謝金もですね。こちらが例えば４００時間で県に申請を上げて

も、県から下りてくるのは１００時間程度しか認めてくれないのです。そうするとそ

の足らない部分は市町から持ち出しになるので、そこ分に少しでもこの補助金を当

ててと思っております。 

 

難波委員  このメンバーは、カヌーは別として、地域指導者がおられて。このメンバーの中の

下の４人の方には実際に今入っておられる？バレーとか… 

 

教育課長  実際に指導には入っていただいています。バレーは高橋さんだけではなくて、もう

一人烏田勝信さんという方がおられます。飯南町の方です。２人が地域指導者で入っ

ていただくんですが、２人というのもまたいたしいですよね。 

 

兒島委員  ２人で。しかもまた毎日ではないので。多分烏田先生が月曜日で高橋さんは週２回
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やってもらっているのかな？最初は大会の時だけ来る人もいるとか、江津の方から

と聞いたりもしたんですけど。大会の時だけ来られても困るよね？日頃来ていない

のに、とかいう話もあったりしました。その後来られていないようです。 

 

難波委員  それ謝金はどうしているの？ 

 

教育課長  教育委員会から謝金は払います。補助金枠もあって。ただその時間数に関しては、

上限があります。 

 

兒島委員  校長先生からも相談をもらったりして、僕も一人はおられるのかなと思ったら、

「３人見つかりましたので」と言われて、「３人ですか？」と。入り替わり立ち代わ

りかと思って。 

 

教育課長  人数が増えればいいってもんではなくて・・・ 

 

兒島委員  それもちょっと大変ではないかと思って。もしあれだったらお一人の方が「こんな

風にやっていけばいいよ」と言って、居られないときは先生が近いようなことをやっ

てもらうと一貫した感じになるのかなあと思ってたら、ちょっと違ったみたいで。ど

んな感じかなあと。 

 

教育課長  それで野球も末田さん、吉川さんの２人をお願いをしておられます。片方が町外の

方なので。町内におられる方に入っていただきたいと思って名前を挙げています。ど

んな話になるのか、部活の話し合いの内容も様々でしょうし。 

スポ少の他の競技はどうなんだという話にもなるんでしょうが、テニスとかバス 

ケットとかサッカーとか。ただそれも一緒にここに入れてしまうと、収拾がつかない 

と思うんです。 

今回は、あくまでも現在ある部活を休日移行するのであればというところをテー 

マに絞らせていただきます。当然その今後の部活動をどうするんだというところで、 

他の競技も出てくると思うんです。必要があればそういった方々もその時だけ入っ 

ていただいて、お話を聞くとかというようなことも、あってもいいのかなと思います。 

これに県の担当の方３名も会議には入っていただくことになっております。 

 

兒島委員  なんかそんな感じで書いてありますね。事業説明も。 

 

教育課長  県と事務局。部会にそれぞれ事務局から一人ずつつけて記録を取ったりしたいと

思っております。 

 

兒島委員  部会は競技ごとの部会みたいな感じになるんですかね。この保護者代表さんとか

はどうそれに…。 

 

教育課長  これも分けさせていただいて。校長先生方も。各競技に３人ずつぐらいはいるよう

な形に分けさせていただくような計画にしております。 

 

難波委員  やっぱり小学校の校長先生方も入っていないといけない？あんまり人数いっぱい

増やしてもと思ったもので。ＰＴＡさんはおられていいと思うんですけど。小学校の

校長さんはどうなんですかね。 

 

教育課長  大きな問題なので、小学校の校長先生だけ蚊帳の外もどうかなと思います。 
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教育長   （小学校も）他人事と思わずに、かかわらせたくて。ある時はいらないかもしれな 

いですけど。 

 

兒島委員  顧問がお二人入っておられるのは、他の部の顧問の先生が入るとかではなくて部

活動の顧問の代表として三上先生と藤井先生がそれぞれですか。 

 

教育課長  ここに全部の顧問の先生も入れるとすると、また学校に負担感が出るかなと思い

ます。校長先生も出て部活の担当も出るとなると、それはしんどいかなという気がし

まして。実際に指導に携われる方を中心にしました。 

 

難波委員  いいんですか、野球とかバレーとか。 

 

兒島委員  ただ部会なんかには現顧問がおられた方が良いと思います。そこを外して話が進

んでいくと。現在顧問さんがどう思っているかどうかはわからないですけど、その部

会には入っておられる必要があるのかなと思います。そこを外すと今実際顧問なの

にというところとか。平日の指導もあるのでそこは必要かなと思ったりもします。 

 

教育課長  学校さんに聞いてみましょう。 

 

兒島委員  どうかなあと思うんですが。 

 

大草委員  男性ばっかりですよね。女性の意見もと思うんですけどね。 

 

難波委員  実際かかわっている方はそうですね。 

 

教育課長  女性で入ってもらうとすると、保護者さんの代表しかないです。 

 

兒島委員  小学校なら女性がＰＴＡの副会長に入っておられます。必ず女性が出るようにな

っている。邑智小も大和小も。中学校はみんな男性ですね。 

 

難波委員  学校の保護者の代表を女性に全部。副会長は女性が１名いるんじゃないですか？ 

 

兒島委員  邑智中はおられないです。 

 

教育課長  顧問の先生で女性を入れていくとか。 

 

大草委員  そうですね。こういうところから改革していかないと、美郷町がなんか男世界にな

るようなと私は感じるから。その方が美郷町にとってもいいんじゃないかと思いま

す。 

 

兒島委員  そうですね。 

 

教育課長  スポーツ活動に携わっている女性そのものが少ないですよね。 

 

兒島委員  そうですね。スポ少の保護者会の代表とかだったら女性だったりするし、結構お母

さん方がかかわったりするかもしれませんね。だれがどうなのかすぐわかりません

けど、うちなんかでいえば女性ですね。 
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難波委員  保護者枠で部活動の保護者会長みたいなのもおられるんだと思うので。バレーは

男性が主でやっておられるかもしれないけど。ほかの部活動なんかでも。 

 

教育課長  人数がどんどん増えて…。予算的に膨らませられないので、今のこの人数で人を入

れ替えていくしかできません。 

 

兒島委員  保護者代表かな小中学校の。 

 

難波委員  休日の送り迎えなんか細かいところは、どこの家庭もというわけではないけど、そ

ういうお世話は実際お母さんがされますよね。 

 

教育課長  今年度やるとすれば、例えば合同でやりましょうということになれば、ここの予算

の中から車を出すという形になるかなと思います。具体的にそれがこういう形にや

っていきましょうということになったときには、今度次の段階で保護者負担という

ことも出てくるかもしれません。 

 

教育課長  難波委員さんと大草委員さんに入っていただくというのもありますね。どうして

も女性が入らないんですよという話になったら、お二方にお願いするかもしれませ

ん。 

 

教育長   スポーツ推進委員で女性の方はおられなかったですかね。 

 

教育課長  いないです。前回何としても女性を入れようといって１人入ってもらったことは

あったんですけど、１回も出られたことはなく、もう負担感しかなくて。 

 

教育長   構成メンバーはともかく、立ち上がるということで要綱ですね、２年間。これ２年

で終わりですね？ 

 

教育課長  はい。 

 

教育長   すごく難しい問題ですね、部活動は。 

 

教育課長  原議員さんからも、ここ数年にわたって部活動についてみんなで話し合う場を設

けてほしいと言われ続けています。これがそういった意味にもなるかなと思います。

原議員さんには一番に入っていただきます。 

 

教育長   委員長は原さんですかね。 

 

教育課長  委員長やっていただきたいんですけど、「いやいや私はそういうのは合わないから」

と言っておられました。 

 

兒島委員  もうぜひぜひ。 

 

教育課長  そのつもりで押していくつもりです。 

 

兒島委員  お願いします。 

 



15 

 

教育長   部活動は親さんを巻き込みますので、泥沼化したらとんでもないことに。とんでも

ないことにならないように雰囲気よくやらないといけないなあと。でも大事なこれ

からの学校。ひょっとしたら学習指導から部活動という文字もいつか消えると思う

んですけど。日本人にとって「部活動は文化」、伝統文化ですので、だからなかなか

なくならないかもしれないですけど、まあ見守ってやってくださいませ。ありがとう

ございました。 

      それではその他報告事項１件、「新型コロナウイルス感染症対策について」お願い

します。 

 

教育課長  カラーで資料を準備しております。これは昨年こういった資料を提示させていた

だいたことがありますけれども、今年度になってからはございませんで、取り扱いと

しては４月２５日に出しておりますものが継続している状態です。基本的には方針

は変わっておりません。学校の対応、赤文字になっているところは、最初は緊急事態

宣言を出されたところを書いておったんですが、あまりにコロコロいろいろ地域が

変わっておりますので、もうその時に緊急事態宣言なり、まん延防止等の重点措置が

なされている地域、それと島根県知事が往来自粛を要請している地域というところ

を見ながら対応していただきたいということにしています。 

基本的には、学校は「学びを止めない」というところがありますので、ただ地域の 

状況に応じては、学校関係で感染者が出ている場合なんかには一時的な休校措置を 

取るようになりますので、それは保健所等々の協議の上でその都度考えるというこ 

とになります。一つ心配しておりますのは部活動でして、今週末の遠征につきまして 

は邑智中学校では中止されたようです。総体前ですので、いろいろ町外県内の各所に 

練習試合に出かけるという予定になっておりまして、ちょっとそのあたり再度検討 

しつつ、感染状況を確認しつつ、対応するようにということを学校に伝えています。 

わたくしからは以上です。 

 

教育長   次回の会議は６月の１５・１６日あたりでいかがでしょうか。 

 

教育課長  では１６日。６月１６日水曜日ですね。１時半からということでお願いします。 

 

教育長   それでは、第２回美郷町教育委員会終わりにしたいと思います。ありがとうございま

した。 

 

 
 


